
これまでの研究成果 
• じん肺ハンドブック改訂 

– 「よくわかるじん肺健康診断」として 
– 平成29年5月産業医学振興財団から出版済み 
 

• 続発性気管支炎の冊子 
– 平成29年5月出版済み 
 

• じん肺患者におけるANCA関連腎疾患・血管炎患者の発症率 
– 10年間の全国労災病院退院時病歴サマリーによる発症率の研究(後ろ向
き研究）    

– H28年職災学会「病職歴ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽによるじん肺患者におけるANCA関連
腎疾患合併頻度の研究」発表 

– じん肺患者におけるANCA陽性率の研究（前向き研究）  
– H29年職災学会「じん肺におけるMPO-ANCAとPR3-ANCA陽性率の検討」
発表 
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－じん肺患者における抗好中球細
胞質抗体（ANCA）陽性率の研究－ 



背 景 
• 自己免疫性血管炎で小型血管が侵されるものにANCA（好中球細胞質抗

体）関連血管炎がある。 

• ANCAには、MPO（ミエロペルオキシダーゼ）-ANCAとPR3（プロテイナーゼ

３）-ANCAがある。 

• ANCA血管炎には、MPA（顕微鏡的多発性血管炎）、GPA（肉芽腫性多発

血管炎・ｳｴｰｹﾞﾅｰ肉芽腫症）、EPGA(好酸球性肉芽腫性血管炎）が含ま

れる。 

• ANCA（抗好中球細胞質抗体）関連腎疾患患者に、シリカばく露を受けた

者が多いとする報告がみられる。 
 Gomez-Puerta JA, et al. Autoimmune Rev 12: 1129, 2013. 

 Beaudreuil S, et al. Kidney International 76:1961-1966,2005. 

• 本邦においてシリカばく露による疾患であるじん肺患者におけるANCA陽

性率は明らかでない。 



目 的 

全国の５労災病院を受診したじん肺患者と 

じん肺以外の患者における 

MPO-ANCA、PR3-ANCAの陽性率を比較検討する。 



方 法 

• 対象： 2014.11.01～2017.1.14に５つの研究協力病

院を受診したじん肺管理３以上の男性患者およびじん
肺以外の男性患者（ｽﾃﾛｲﾄﾞ使用者および担癌患者は
除く）を対象とした。 

• 方法： 研究は当機構の倫理委員会にて了承を得て
いる。書面にて同意書取得後、採血をおこなった。５
つの病院からの検体は、全て外注検査とし同一検査
会社BMLで行い、基準値も同社の基準値を用いた 

• 統計：ｶｲ二乗検定にてp<0.05を有意とした。 



じん肺群 じん肺以外群 

Ｎ 453 447 Ｐ 

年齢(歳）±SD （範囲） 78.6 ±6.4 (57-92) 75.2±6.3 (60-92) <0.001 

ｅGFR(ml/min)±SD 65.6 ±17.6 65.0 ± 15.4 NS 

MPO－ANCA陽性率 
 陽性者/検査症例数 

1.3 % 
 6 / 447 

0.7 % 
(3 / 443 

NS 

PR3 －ANCA陽性率 
 陽性者/検査症例数 

2.9 % 
13 / 447 

2.4 % 
11 /443 

NS 

抗CCP抗体陽性率 
 陽性者/検査症例数 

3.2 % 
14 / 439 

0.9 % 
4 / 440 

<0.05 

抗核抗体  陽性率  
陽性者/検査症例数 

15.1 % 
59 / 390 

6.3 % 
26 / 416 

<0.001 

RF       陽性率 
 陽性者/検査症例数 

16.3 % 
58 / 355 

7.0 % 
29 / 417 

<0.001 

NS: not significant 

PR-3ANCA≧3.5、MPO-ANCA≧3.5､抗CCP抗体≧4.5,ANA≧80x,RF≧16xを陽性. 

結 果 



結果のまとめ 

• じん肺群で平均年齢が3歳ほど高いものの、両群で

好中球細胞質抗体であるMPO-ANCAとPR3-ANCAの

陽性率に有意差はなかった。 

• その他の自己抗体であるRF、抗核抗体、抗CCP抗体

はじん肺群で有意に陽性率が高かった。 

 



病職歴データベースによる 

じん肺におけるANCA関連血管炎・
腎疾患発症頻度の研究 



目 的 

後方視的に労災病院群に入院した患者群の病

職歴データをもとにじん肺患者およびじん肺以

外の患者におけるANCA関連腎疾患の頻度を

比較検討する。 



方 法 

• 対象： 2005.4.1～2014.9.19に全国の労災病院に入院した患者。
ICD-10コードのJ60からJ64すなわち「じん肺（石綿肺を含む）」にて
ソートし、じん肺患者群とそれ以外の患者群に分けて対象とした。 

• 方法： ICD-10による４つのｷｰﾜｰﾄﾞ 

  「結節性多発（性）動脈炎」、 

  「肺の併発症を伴う多発(性）動脈炎（ﾁｬｳｸﾞ・ｼｭﾄﾗｳｽ）」   

  「過敏性血管炎」 

  「急速進行性腎炎症候群 詳細不明」 

  にて検索絞り込み、各々群における対象者の退院時ｻﾏﾘｰを回収 

   し調査した。 

• 統計： ｶｲ二乗検定にて、p<0.05を有意とした。 

 



対象者 
表１ 対象者（単位 人） 

 じん肺群 非じん肺群 

J60 から J64 で 

ソートされたじん肺 

対象総数 

（繰り返しを除く） 

3,599  

除いたベリリウム肺症例 2  

じん肺以外の対象総数 

（32 歳以上の男性で繰り

返しを除く） 

 523,541 

最終的各群の総母数 3,597 523,541 

4 つのｷｰﾜｰﾄﾞ*で 

された血管炎患者症例 

9 285 

ｿｰﾄされた症例中サマリー

が破棄されていた数 

0 15 

検討にて除外した症例数 

（発症が期間以前、ANCA

関連等 不適格症例） 

1 161 

最終 ANCA 関連腎疾患・

血管炎例 

8 123 

 

*4 つの ICD-10 ｷｰﾜｰﾄﾞ：M300「結節性多発（性）動脈炎」、M301「肺の併発症を

伴う多発(性）動脈炎（ﾁｬｳｸﾞ・ｼｭﾄﾗｳｽ）」、M310「過敏性血管炎」、N019「急速進

行性腎炎症候群 詳細不明」 



結 果  

– じん肺患者検索数  
– 総数       3,597人   
– ANCA関連血管炎患者数 8人  

• 100万人あたり236.2人/年 
 

– じん肺以外一般患者検索数 
– 総数      523,541人  
– ANCA関連血管炎患者数 123人 

• 100万人あたり24.9人/年 

  
２群間の出現率の差の検定 p<0.001 
 

 



ANCA関連腎疾患・血管炎患者の背景因子 

じん肺群 非じん肺群 

N 8 123 

年齢（歳）± 標準誤差 72.4 ± 2.7 71.4 ± 1.0 

年齢範囲 65～85 34～94 

年齢中央値 68.5 72 

MPO-ANCA 625 ± 422 316 ± 50 

MPA･RPGN・GPA/EGPA 6/2/0/0/0 67/28/3/19/6 

MPO-ANCA: myelo peroxidase anti-neutrophil cytoplasmic antibody, 
MPA: microscopic polyangiitis, 
RPGN: rapidly progressive gromerular nephritis,  
GPA: granulomatous polyangiitis,  
EPGA: eosinophilic granulomatosis with polyangiitis 



表４ じん肺に見られた ANCA 関連血管炎症例の内訳 

症例 年齢 MPO-ANCA 診 断 背景の基礎疾患 

１ 85 3130 MPA-P じん肺 

２ 68 68 MPA-P じん肺 

３ 68 186 RPGN じん肺 

４ 76 不詳 MPA-P 石綿肺 

５ 65 188 ANCA 陽性 IP 石綿関連肺疾患 

６ 68 60 MPA-P 石綿肺 

７ 80 561 MPA-P 石綿肺 

８ 69 182 MPA、RPGN 石綿肺 

 

MPO-ANCA: myelo peroxidase anti-neutrophil cytoplasmic antibody 

MPA：microscopic polyangitis, 

MPA-P: MPA with pulmonary involvement 

RPGN: rapidly progressive glomerular nephritis 

GPA: granulomatosis with polyangitis 

IP: pulmonary interstitial pneumonia 

じん肺に見られたANCA関連血管炎症例の内訳 



結果のまとめ 

• 平成17年4月から平成26年９月までに全国労災病院34病院へ入院した患者群で

検討した。 

• じん肺患者におけるANCA関連血管炎患者の比率は、じん肺以外の一般患者に

おけるそれよりも有意に高かった。 

• じん肺群でのANCA関連血管炎患者は8例で、うち5例が石綿肺または関連肺疾

患であった。 

• 石綿肺だけに絞ると、母数は754人おり、その中でANCA関連血管炎発症が4人

発症した。1年間で100万人あたり563.2人発症することになりさらに頻度が高い。 

• じん肺および石綿肺は、ANCA関連血管炎発症を増加させる要因である可能性

がある。 

 

 



2つの研究の考案 

• 2つの研究で異なる結果を得た。 

• データベース研究では、ANCA関連血管炎患者の8例中5例が石綿肺や石綿関連

肺疾患がしめた。 

• 石綿肺だけに絞ると、754人おり、その中でANCA関連血管炎発症が4人発症した。

1年間で100万人あたり563.2人発症することになりさらに頻度が高かった。 

• 血清の横断研究で、じん肺の対象者453名中石綿の職歴を持つものは3名

（0.7%)であった。 

• 血清の横断的研究で発症者や抗体陽性者が少なかった可能性がある。 

• 以上から、じん肺でANCA関連血管炎が多いという仮説はまだ確立されたもので

はない可能性を考える。 
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